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～農林水産業災害について～�
�

� 今回は、農林水産業災害について、災害の種類、本県の過去における農林水産業被害の状況、被災

農作物や農業及び農地・農業用施設への支援についてお知らせします。�

農林水産業災害については、昨年、７月の新潟・福島梅雨前線豪雨、連続して日本上陸した台風な

どにより、本県においては、多大な被害を受けたところです。�

今後、台風による農作物被害など大変心配されますが、事前・事後の技術対策により、被害を最小

限に抑えるとともに、県・市町村・ＪＡなどの関連情報を活用し、農林水産業経営へ役立て欲しいと

願っています。�

�

１� 災害の種類�

� 農林水産業災害は、次の５つの種類があります。�

災害が発生したとき、県では、市町村や JA などと連携し、現地の被害状況をとりまとめ、また、

技術指導や復旧支援に当たっています。�

①農業等災害（農作物の被害、農業関係施設など）、�

②水産災害（養殖水産物、水産関連施設など）、�

③農地等災害（農地、農業用施設（ため池、頭首工、水路、道路など））�

④林業等災害（森林、林産物、林道など）、�

⑤治山災害（林地、治山施設）�

�

２� 過去３ヵ年の農林水産業被害�

毎年数十億円もの被害（平成１５年は冷害により 240 億円を超えました）が発生しておりますが、

７月から１０月にかけては、台風などの被害が多く、年間被害額の８割以上を占める状況となってい

ます。� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �（単位：百万円）�

�

３� 農業等及び農地・農業用施設災害時の支援等�

（１）農作物やパイプハウスなどの施設が被災した場合、被害額が一定基準に達したとき、「福島県

農業等災害対策補助金交付要綱」に基づき、農作物等生産確保や農業等施設復旧のための助成措

置、また、被災した農家の経営安定のための資金（小災害資金）を融通する措置を講じています。�

（２）大雨などにより農地、農業用施設や林道施設などが被災したときは、災害復旧事業を実施して

います（降雨による災害の場合：最大24時間雨量80mm以上又は時間雨量概ね20mm以上）。�

（３）災害発生時、災害が予見される時は、県では、農作物の技術対策を公表し、注意の呼びかけな

どを実施しております。詳しくは、最寄りの農林事務所、市町村などへお問い合わせをお願いい

たします。�

 平成 16年 
(うち 7月-10月

発生,割合） 
平成 15年 

(うち 7月-10月発

生,割合） 
平成 14年 

(うち 7月-10月発

生,割合） 

農業等災害 1,170 (475(41%)) 23,609 (23,469(99%)) 2,687 (1,629(61%)) 
水産災害 2 (2(100%)) 102 (0(0%)) 68 (68(100%)) 
農地等災害 2,554 (2,445(96%)) 254 (250(98%)) 3,927 (3,915(100%)) 
林業等災害 1,186 (1,103(93%)) 67 (0(0%)) 1,581 (1,581(100%)) 
治山災害 937 (937(100%)) 0 (0) 1,645 (1,602(97%)) 
被害額合計 5,850 (4,962(85%)) 24,032 (23,719(99%)) 9,908 (8,795(89%)) 
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